
自然史部門展示室

 沖縄の土壌　－　マージ６ ★印の所が
ヒントよ♪

２．国頭マージと島尻マージでは、性質が異なるため、生育する植物に大きな違いがあり

　ます。そこで、それぞれで生育する植物を調べましょう。

　沖縄を代表する土壌の赤土は、北部にも南部・離島にも広く分布しています。この

赤土を方言で「マージ」といいます。ここでは、赤土の成因と性質、その利用につい

て調べてみましょう。

　沖縄の赤土には大きく分けて２種類あります。北部地域に主に分布する「国

頭マージ」と南部・離島地域に主に分布する「島尻マージ」です。同じ赤土

に見えますがその性質は大きく異なります。国頭マージは酸性土壌で、島尻

マージはアルカリ性土壌です。性質が異なるため、国頭マージと島尻マージ

では、そこに育成する植物にも大きな違いがみられます。

  国頭マージでは主にパイナップルが育てられています。また、島尻マージ

では主にサトウキビが育てられています。両方とも沖縄県の県産品としてよ

く知られています。

　沖縄島南部地域には、「クチャ」と呼ばれる灰色の泥岩層があります。そ

れが風化したものを「ジャーガル」といいます。島尻マージは、本来農業に

は向かない土壌でしたが、「ジャーガル」を混ぜることによって農業に適し

た土壌に改良することができました。先人の知恵には素晴らしいものがあり

ますね。

１．国頭マージと島尻マージは、どちらもある岩石が風化して出来ました。では、どのよ

　うな岩石が風化したのか、下の（　　）に記入しましょう。

国頭マージ

島尻マージ

国頭マージ

島尻マージ

でいがん

自然史部門展示室

 沖縄の地質図５ ★印の所が
ヒントよ♪

　地質図は、地層と岩石の分布を理解する上で、絶対に欠かせない情報になります。ここ

では、地質図について調べてみましょう。

１．地質図と展示されている岩石

①　沖縄島において黄色で示されている地層は「島尻層」といいます。島尻層の中には

　　「クチャ」と呼ばれている岩石があります。そのクチャは、何岩で、何色ですか？

       岩石名　　　　　　　                 色

②　西表島にも黄色で示されている地層がありますが、それは「八重山層群西表層」と

　　いいます。この層からは、工業の発展に欠かせない物質が採取されます。その物質

　　とは何でしょうか？展示されているものから探してみましょう。

　　　
       岩石名　　　　　　　                 色

③　沖縄島では、大きく分けて２種類の石灰岩が見られます。1つは主に本部半島に産

　　出する「本部石灰岩」ともう１つは中南部地区に産出する「琉球石灰岩」です。こ

　　の２つの岩石を見比べて、その違いを書きましょう。

　ある地域において、その場所がどのような地層や岩石で形成されているかを地図上
に表し、色分け（模様わけ）したものを地質図といいます。細部では、断層や褶曲な
ども記載され、過去にどのような地殻変動があったかなど、推測する手がかりとなり
ます。

形 成 年 代

岩 石 の 色

含 有 化 石
 （１つだけ）

空 隙 の 量
（多い、少ない）

本 部 石 灰 岩 琉 球 石 灰 岩

中生代

フズリナ

多い

しゅうきょく

ち  かく へん どう

がん   ゆう

くう   げき
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